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平成２５年１２月９日 

 

スクイズオフ工法の取扱いについて（通知） 

 

このことについて、水道配水用ポリエチレン管路を断水する場合、下記のとおりの順位で工法を検討すること

としました。 

記 

工法の順位 

(1) 仕切弁にて対象区間を断水する。 

(2) 水道配水用ポリエチレン管用スクイズオフ専用工具を使用する。（別紙①） 

(3) ビニール用圧着機を使用する（φ50のみ）。（別紙②） 

 

注）1 (2)及び(3)はあくまでも緊急避難的に行う工法であると考えています。 

やむを得ずこの工法で施工する場合は、決められた施工方法を厳守し、細心の注意を払って施工してく

ださい。 

なお、決められた施工方法でも、必ず完全止水されるとは限りません。 

2 圧着部の補強は、金属製の補修バンド、ソケットなどで行ってください。（別紙①、②） 

※圧着部の補強に EFソケットは使用しないでください。 

3 (3)の工法では、以下の 2点に注意して施工してください。 

1)圧着機の中央部で行う。 

2)圧着の間隔を 8㎜以下にしない（圧着機の開放側で管理する）。 

4 初めて(2)及び(3)の工法で施工する場合は、セキスイ管材テクニックス㈱へ連絡をし、施工方法の指導

を受けるように請負者を指導してください。 

連絡先、専用工具の販売、レンタル等については別紙③のとおりです。 

また、クボタシーアイ㈱などの製品に行う場合も、セキスイ管材テクニックス㈱にて工法の指導を受け

ることはできます。 

ただし、現状ではクボタシーアイ㈱などは、スクイズオフ工法を推奨していませんので、施工の際は留

意してください。 
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◎水道配水用ポリエチレン管用スクイズオフ専用工具を使用する場合

  

 

図 金属製の補修バンド、ソケットなどの例 

（これらの材料は参考資料であり、指定するものではありません。） 
コスモ工機㈱ 大成機工㈱ ㈱川西水道機器 

 

 
 

  

スクイズオフに使用する場合は、離脱防止なしと

します。（※写真は離脱防止ありです。）離脱防止

とは、青色の金具の部分です。 

 

注）１ あくまでも緊急避難的に行う工法であることを認識し、やむを得ずこの工法を採用する場合は、決められた

施工方法を厳守し、細心の注意を払って施工するよう請負者を指導してください。 

なお、決められた施工方法でも、必ず完全止水されるとは限りません。 

 

２ 初めてこれらの工法で施工する場合は、セキスイ管材テクニックス㈱へ連絡をし、施工方法の指導を受ける

ようにしてください。 

連絡先、専用工具の販売、レンタル等については別紙『配水 PE管用スクイズオフ工具について』のとおりで

す。 

また、クボタシーアイ㈱などの製品に行う場合も、セキスイ管材テクニックス㈱にて工法の指導を受けるこ

とはできます。 

ただし、現状ではクボタシーアイ㈱などは、スクイズオフ工法を推奨していませんので、施工の際は留意し

てください。 

 

別紙① 

※圧着部（スクイズ部）の補強には、右図の金属製の補修バンド、ソケッ

トなどを使用してください。（※EFソケットは使用しない。） 

 

 

圧着部 

金属製ソケットなど 

＊金属製ソケットなど 

金属製ソケットなど 

金属製ソケットなど 

金属製ソケットなど 

金属製ソケットなど施工して 

金属製ソケットなど 

＊ 

＊ 
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◎ビニール管用圧着機を使用する場合（φ50のみ） 

 

 

 

 

図 金属製の補修バンド、ソケットなどの例 

（これらの材料は参考資料であり、指定するものではありません。） 
コスモ工機㈱ 大成機工㈱ ㈱川西水道機器 

 

 
 

  

スクイズオフに使用する場合は、離脱防止なしと

します。（※写真は離脱防止ありです。）離脱防止

とは、青色の金具の部分です。 

 

注）１ あくまでも緊急避難的に行う工法であることを認識し、やむを得ずこの工法を採用する場合は、決められた

施工方法を厳守し、細心の注意を払って施工するよう請負者を指導してください。 

なお、決められた施工方法でも、必ず完全止水されるとは限りません。 

 

２ ビニール管用圧着機を使用する工法では、以下の 2点に注意して施工してください。 

①圧着機の中央部で行う。 

②圧着の間隔を 8㎜以下にしない（圧着機の開放側で管理する）。 

 

３ 初めてこれらの工法で施工する場合は、セキスイ管材テクニックス㈱へ連絡をし、施工方法の指導を受ける

ようにしてください。 

連絡先、専用工具の販売、レンタル等については別紙『配水 PE管用スクイズオフ工具について』のとおりで

す。 

また、クボタシーアイ㈱などの製品に行う場合も、セキスイ管材テクニックス㈱にて工法の指導を受けるこ

とはできます。 

ただし、現状ではクボタシーアイ㈱などはスクイズオフ工法を推奨していませんので、施工の際は留意して

ください。 

別紙② 

 

※圧着部（スクイズ部）の補強には、右図の金属製の補修バンド、ソケッ

トなどを使用してください。（※EFソケットは使用しない。） 

 

 

圧着部 

金属製ソケットなど施工して 

金属製ソケットなど 

金属製ソケットなど 

金属製ソケットなど 

（右図参照） 

金属製ソケットなど 

金属製ソケットなど 

金属製ソケットなど 

＊金属製ソケットなど 

＊ ＊ 
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別紙③ 


